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2令和6年10月25日発行　みよた議会だより　No.137町民と議会の語る会

町民と議会の語る会
ご案内

主催　御代田町議会広報広聴常任委員会

　御代田町議会は、町民に開かれた議会および積極的な町民参加を推進することを目指してい
ます。皆さまが日頃お考えになっていることや疑問などをお聞きするため、多くの町民の皆さ
まのご参加をお待ちしています。

　今回の語る会は、４つのテーマからみる御
代田町の「まちづくり」についての意見交換
会となります。下記から興味のあるテーマを
１つ選び、ご参加ください。

※テーマごとに定員がございます。 
　定員に達し次第、締切とさせて頂きます。

①町の魅力発信
みよたの好きなところは？それを発信するには？

②祭りや行事
笑顔あふれるみよたの行事とは？

③スポーツと健康
ジュニアからシニアスポーツを通した健康づくり

④地域の防災
共に築く安心のまち 一 地域防災の未来を語る

ぜひご家族でお越しください！

Googleフォーム

令和6年

11/16 (土)
13:30より

スケジュール テーマ別意見交換会
について

お申し込みはこちら

場所　御代田町役場 議場
　　　受付開始13:00
　　　※役場東口よりお入りいただき、　　　　エレベーターで３階までお越しください

連絡先　御代田町議会事務局
　　　　TEL 0267-32-3128

13:30　開会式

14:00　テーマ別意見交換会

15:50　議場コンサート
　　　　合唱団「つばさ」

16:30　閉会式
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1年後に迫る! 町議会議員一般選挙
～シリーズ「議員になろう②」～

1年後に迫る! 町議会議員一般選挙
～シリーズ「議員になろう②」～

2025年９月は御代田町議会議員選挙です。
シリーズ２回目の今回は、立候補の条件や選挙運動に係る経費の公費負担制度についてご紹介します。

・
日
本
国
民
で
満
25
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

・
引
き
続
き
3
ヶ
月
以
上
そ
の
市
区
町
村
に
住
所
の
あ
る
者

　
な
お
、
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ
の
刑
の
執
行
中
の
者
な
ど
、
一
定
の
事
項
に
該

当
す
る
場
合
は
、
被
選
挙
権
を
有
し
な
い
た
め
立
候
補
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
経
費
の
一
部
は
、
公
費
で
負
担
さ
れ

ま
す
。

①
選
挙
運
動
用
は
が
き

　
800
枚
及
び
郵
送
料

②
選
挙
運
動
用 
自
動
車
借
り
上
げ
料

　
１
万
５
千
800
円
／
日
（
最
大
５
日
分
）

③
選
挙
運
動
用 
自
動
車
の
燃
料
代

　
７
千
560
円
／
日
（
最
大
５
日
分
）

④
選
挙
運
動
用 

自
動
車
運
転
手
の
雇
用

　
１
万
２
千
500
円
／
日
（
最
大
５
日
分
）

※
一
般
運
送
契
約
（
②
～
④
一
括
契
約
）

の
場
合

　
６
万
４
千
500
円
／
日
（
最
大
５
日
分
）

⑤
選
挙
運
動
用 

ポ
ス
タ
ー
作
成
費

　
１
千
400
円
／
枚
（
最
大
50
枚
）

⑥
選
挙
運
動
用 

ビ
ラ
作
成
費

　
７
・
51
円
／
枚
（
最
大
１
千
600
枚
）

　

立
候
補
す
る
に
は
、
15
万
円
の
供
託
金

を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
供
託
金
は
、

一
定
の
得
票
数
を
満
た
せ
ば
、
請
求
に
よ

り
払
い
戻
し
さ
れ
ま
す
。

　
詳
細
日
程
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
未
定

で
あ
り
、
今
後
、
選
挙
管
理
委
員
会
で
決
定

さ
れ
ま
す
。
前
回
選
挙
を
参
考
と
し
た
場
合
、

左
記
の
よ
う
な
日
程
と
な
り
ま
す
。

8
月
中
旬
ご
ろ　
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
　
　
➡

8
月
下
旬
ご
ろ　
立
候
補
届
出
書
類
事
前
審
査

　
　
　
➡

9
月
上
旬
ご
ろ　
告
示
日
（
立
候
補
受
付
）

　
　
　
➡

9
月
中
旬
ご
ろ　
投
票
日
（
選
挙
期
日
）

※
令
和
6
年
10
月
1
日
現
在
の
情
報
で
す
。

　
町
議
会
議
員
に
立
候
補
す
る
た
め
の
条
件

供
託
金
制
度

日
　
　
程

　御代田町議会では、会議資料のペーパーレス化や事務作業の軽減化などを
図るため、令和４年３月定例会より、タブレットの本格運用をしています。
　タブレットの導入により、会議での資料はペーパーレス化され、スケ
ジュール管理や議会だよりの校正作業、日々の連絡など、議会におけるほぼ
すべての場面で活用をしています。
　今後とも、タブレット端末のさらなる活用を検討し、議会ＤＸによる効率
的かつ円滑な議会運営を推進していきます。

御代田町はタブレット議会

選
挙
運
動
に
係
る
経
費
の

公
費
負
担
制
度
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　定例会は８月30日招集、９月17日までの19日間の会期で開催され、専決処分事項の報告
１件、事件案３件、条例案６件、決算認定11件、補正予算案７件、報告事項１件、契約案３
件、陳情２件、意見書案２件の計36件を審議しました。
　本定例会で提出された議案や条例案の中から、町民のみなさんの注目度が高いと思われる
ものを、議員による質疑とともにピックアップし、お知らせします。

　歳入歳出差引額は５億4,902万円で、前年度に支出が終わらなかった額を除いた３億8,846万円
が実質収支となり、この額から今後の財政運営の健全化を図るため財政調整基金へ２億円の繰入れ
をおこない、１億8,846万円が令和６年度へ繰り越されました。

令和５年度の決算令和6年
第3回定例会開催

一 般 会 計

特 別 会 計

国民健康保険
歳入　17億1,885万円
歳出　15億7,453万円

介護保険
歳入　12億1,099万円
歳出　11億5,422万円

後期高齢者医療
歳入　2億522万円
歳出　2億410万円

他に６つの特別会計と、公営企業会計と
して御代田小沼水道の会計があります。
※令和５年度まで

歳 入
90億1,342 万円

歳 出
84億6,440万円

（前年度比　1億3,003万円の減） （前年度比　3,618万円の増）

ふるさと納税
寄付金の実績 6億5,452

万円

ふるさと納税寄付金

歳入

令和４年度と比較して１億1,992万円ほ
どの増加だが、返礼品開発などの改善点
と、令和６年度のふるさと納税の状況は。
　寄付件数は1万2,365件で、令和４年と
比較して763件増加した。
　新規返礼品の開拓では、㈱ヤッホーブ
ルーイングの「よなよなエール」などの飲み
比べセットで約4,000万円、HIRAMATSU
の宿泊クーポン券のみで約7,000万円の寄
付を集められた。
　令和６年度の状況は、８月末時点で約
１億3,500万円となっており、令和５年度
比で約115％という状況である。

問

答
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動物愛護と良好
な生活環境を 36

万円

飼い主のいない猫に対する
不妊・去勢手術補助金

　「飼い主のいない猫」による被害などを未然に防止
し、地域の良好な生活環境を守るとともに、動物の
愛護と適正な管理を啓発するため、町内に生息する
「飼い主のいない猫」への不妊去勢手術にかかる費
用の一部を補助した。

手術件数および地区ごとの捕獲件数は。

　令和５年度の手術件数は不妊手術が40
件、去勢手術が30件で合計70件に対して
補助金を交付した。
　地区ごとの捕獲件数については、向原区
１件、西軽井沢区18件、栄町２区２件、上
宿区１件、一里塚区１件、塩野区41件、馬
瀬口区６件である。

問
答

歳出
空き家の
有効活用促進 395

万円

空き家改修等補助金
　町内にある空き家の解消や有効活用を促進し、定住
人口の増加など、地域の活性化を図ることを目的に補
助制度を設けている。

申請件数は。

対象となった空き家はすべて売却目的
のものか。

　改修事業、整備事業、解体事業の３種類
あり、整備事業については上限20万円、そ
の他の事業は上限50万円である。
　令和５年度実績で改修事業２件、整備事
業７件、解体事業４件の計13件の申請が
あった。

　改修事業は自ら住むもので、整備事業は
空き家バンクへの登録を義務付けており、
売却が決まっていればそのまま売却とな
る。
　解体事業については解体後、しっかりと
土地管理をしてもらう目的で空き家バンク
への登録を義務付けているが、解体後の土
地の売買が決まっていれば登録まで至らな
くても補助対象としている。

問

問

答

答

歳出

地球温暖化防止
への取り組み 43

万円

新エネルギー導入奨励金
　地球温暖化防止策の一環として、町民が設置する

『地球温暖化防止対策設備』に対し奨励金を交付した。

新エネルギー導入奨励金の内訳は。

　交付件数は５件で、対象は全て電気自動
車である。
　補助額については、対象設備の購入額に
より算定式に基づいて算出し、上限は10万
円となっている。

問

答

歳出
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御代田駅周辺の
整備に向けて

ボランティア
センターの運営 605

万円
880
万円

駅周辺整備検討業務委託ボランティアセンター業務委託料
　令和５年度から複数年かけ、現状の課題を整理、
将来的に必要となる規模を算定、ワークショップ
や、しなの鉄道や国土交通省との協議をし、将来的な
駅前整備ならびに駅舎改修に向けた検討を進める。

　地域、社会、住
民の関係づくりの
環境整備や、災害
発生時の御代田町
災害ボランティア
センターの設置、
運営の業務を委託
している。

令和５年度の進捗状況など詳細は。

令和５年度にボランティアセンターで
おこなった主な業務の詳細は。また、
令和６年度に新規事業として実施して
いることはあるか。

　駅の北口、跨線橋、駅舎、ロータリー、
それら一帯を含めたプランとなっている。
その中からひとつずつ取り除いていき、北
口は要らないのではないか、跨線橋は要ら
ないのではないか、駅舎は新しくならない
のではないか、最終的にエレベーターだけ
になるのではないか、などの5つの案を出し、
それらをしなの鉄道に対して報告したとこ
ろまでが、令和５年度の進捗となっている。

　令和５年度の業務は、地域活動の後方支
援、活動運営支援、福祉教育の推進、救急
救命講習や住民支え合いマップの作成に向
けた住民研修などをおこなっている。
　令和６年度は、聴覚障がい者への理解を
はじめ、地域共生社会の実現のきっかけに
なればということで、手話交流会を新たに
開催するように進めているところである。

問
問

答答

歳出歳出

井戸沢処分場の
残容量を調査

小学校建替えの
ための積立 44

万円
1億9

万円

井戸沢最終処分場残余容量測量
委託料

基金積立金

　井戸沢最終処分場の埋立て残余容量を測量し、今
後の処分場使用可能年数を推計するための測量を委
託した。

　南北小学校建替えのため、15億円を目標に基金を
積み立てる。

以前に、50年程度は埋め立て可能と聞
いたことがあるが、今回の測量結果を
踏まえても余裕はあるのか。

令和５年度の積立額が約１億円で、令和
４年度から7,400万円ほど減額されて
いるが理由は。また、建て替え時期は。

　３年間で391.99㎥を埋め立てしており、
単純計算で年130㎥を埋め立てていること
となる。残余容量測量の結果で割り返すと、
74年程度埋め立て可能という推計となって
いるため、まだ余裕があると思われる。

　増減の理由は、決算において、どれほど
財政調整基金※にお金があるかどうかで割
り振りされ、毎年増減はある。
　建替えの目標年次は、令和24年という設
定をしている。

（※財政調整基金とは、地方公共団体が年度間で
生まれる財源の不均衡を調整するために積み立
てておく基金。災害などの不測の事態に備える
ためにも使われる。）

問

問

答

答

歳出歳出
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令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

　
補
正
予
算
と
は
、
予
算
を
作
成
し
た
の
ち
に
生
じ
た
事
由

に
も
と
づ
い
て
、既
定
の
予
算
に
「
追
加
」
ま
た
は
「
変
更
」

を
お
こ
な
う
た
め
に
提
出
す
る
予
算
で
す
。

　
各
委
員
会
な
ど
に
お
い
て
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
質
疑
と

と
も
に
、
注
目
事
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

雪窓湖から土砂を
取り除く 4,400

万円

ため池浚
しゅん

渫
せつ

工事
　雪窓湖の取水口から徐々に土砂が堆積しヨシが増
え始め、ヨシ群が湖面の３分の１ほどまで広がって
いる。令和７年度の実施を予定していたが、早期実
施の要望から前倒しで工事を実施する。

ため池浚渫工事内容の詳細と工事期間
は。また工事期間中、釣りや園路散策な
ど町民が利用する際に制限はあるのか。
　雪窓湖は農業用ため池であることから、
用水を必要としない農閑期である令和６年
10月から令和７年３月末までの工事期間を
予定している。
　工事期間中は、浚渫作業や土砂搬出など
により工事車両が公園内を頻繁に走行する
ことから、利用者の安全を確保するため園
内の立入りを制限したいと考えている。

問

答

歳出

町の防災士養成 382
万円

防災士養成研修講座委託料
　防災知識を持った防災リーダーを増やし、地域や
職場での防災の担い手となることを目的とし、町内
で防災士の養成研修講座を実施するための委託料。
12月後半から１月ごろの開催を計画している。

町としては何人の防災士養成を目標に
しているのか。
また養成事業を何回程度計画している
のか。

防災士のネットワーク結成時期は。

　令和６年度を含めて５回継続していきたい。
　300名ほどの防災士が地域にいることで、
様々な場面での連携が可能と考えているこ
とから、300名ほどを目指している。

　資格取得者は町の防災士名簿へ登録いた
だき、それをネットワークにするのかはこ
れからの検討である。
　地域や学校などから講演の依頼などが
あったときに、町がマッチングし、ボラン
ティアとして参加していただくことを想定
している。

問

問

答

答

歳出

日本防災士機構より引用
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ごみ集積場の
整備 40

万円

ごみ集積所新設・移設・解体工事
　町内にあるごみ集積所の使用に不具合が発生した場
合、一定の条件のもと新設・移設・解体工事をおこな
う事業。

工事内容と、町内の集積所の数は。

人口が増え世帯も増えている中で、今
後、集積所の新設は可能であるのか。

　１件目は、豊昇区の露切台集積所進入路
に砕石を敷く工事であり、雨天時はパッ
カー車の重みで進入路がくぼんでしまい通
行に支障を来すことからおこなうものであ
る。
　２件目は、向原区の楓ケ丘集積所の更新
工事であり、本年４月に倒木により２基あ
る既存集積所のうち１基が利用できなく
なったため、既存集積所の解体工事および
新設工事をおこなうものである。
　町内の集積所の数は全部で95か所である。

　ごみの集積所の設置については、区長か
ら申請を受け、設置基準である「近傍のご
み集積所までの距離が200ｍ以上で、世帯
数が30世帯以上」を満たす場合、新たに集
積所を設置することは可能である。

問

問

答

答

歳出
新型コロナ
ワクチンの助成

その他の注目質問

3,325
万円

予防接種事業経費

校内教育支援センターについて

新型コロナウイルスの予防接種に対応する事業費。

　学校やクラスに入りづらいと感じている児童や生
徒が、落ち着いた空間で学習、生活できる環境を学
校内に設置。

全額公費による接種は令和６年３月末
で終了し、４月以降の接種は原則有料
となっている。当町の新型コロナワク
チン予防接種対象者は。また、個人負
担はどのようになるのか。

利用状況なども含めた運営状況は。

　国や御代田町で助成をする対象者は、65
歳以上の方と、60歳以上65歳未満で、心
臓や腎臓もしくは呼吸器系の障害を持つ方
などを対象としている。
　個人負担については、助成対象外の方は、
国の示す1万5,300円程度が自己負担額と
なる。助成対象者の負担は2,000円となる
計画をしている。

　およそではあるが、北小学校では２名ほ
ど、南小学校では８名ほどの児童が利用し
ており、中学校では５名ほどの生徒が利用
している状況である。
　基本的には学習プリントや教室で学習し
ている内容を、校内教育センター内で活動
している。また絵を書いたり、折り紙など
の作品づくりなどもおこなっている。中学
校ではリモートで自分のクラスに繋ぎ、座
学を中心に授業をおこなっている。

問

問

答

答

歳出

補正予算



9 令和6年10月25日発行　みよた議会だより　No.137

全会一致の議案など
【町長提出】

条例の改正
議案 御代田町職員定数条例の一部を改正する条例案 可決

議案 御代田町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号
の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例案 可決

議案 御代田町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の一部を改正する条例案 可決
議案 御代田町長期振興計画審議会条例の一部を改正する条例案 可決
議案 御代田町福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例案 可決
議案 御代田町国民健康保険条例の一部を改正する条例案 可決

令和5年度　決算　　　詳細は４～６ページをご覧ください
議案 令和５年度御代田町一般会計歳入歳出決算の認定 認定
議案 令和５年度御代田財産区特別会計歳入歳出決算の認定 認定
議案 令和５年度小沼地区財産管理特別会計歳入歳出決算の認定 認定
議案 令和５年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定 認定
議案 令和５年度御代田町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定 認定
議案 令和５年度御代田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 認定
議案 令和５年度御代田町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定
議案 令和５年度御代田町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定
議案 令和５年度御代田町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定
議案 令和５年度御代田町個別排水処理施設整備事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定
議案 令和５年度御代田小沼水道事業会計利益の処分及び歳入歳出決算の認定 認定

令和6年度　予算　　　詳細は７、８ページをご覧ください
議案 令和６年度御代田町一般会計補正予算案（第４号） 可決
議案 令和６年度御代田財産区特別会計補正予算案（第１号） 可決
議案 令和６年度小沼地区財産管理特別会計補正予算案（第１号） 可決
議案 令和６年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算案（第２号） 可決
議案 令和６年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算案（第２号） 可決
議案 令和６年度御代田町後期高齢者医療特別会計補正予算案（第１号） 可決
議案 令和６年度御代田町下水道事業会計補正予算案（第２号） 可決

契約
議案 令和５年度　町単　庁舎管理事業 職員駐車場（南浦工区）整備工事請負契約の変更 可決

議案 令和６年度　町単　道路維持（除融雪）、庁舎管理事業　融雪剤保管積込倉庫ほか倉庫３棟建築工事
請負契約 可決

議案 令和６年度　町単　御代田町雪窓保育園改修等工事請負契約 可決
議案 令和６年度　町単　歴史的遺産・民俗文化資産ふれあい収蔵庫建設工事請負契約 可決

専決処分
報告 専決処分事項の報告（令和６年度御代田町一般会計補正予算（第３号）） 承認

報告
報告 令和５年度御代田町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告 ―

意見書　　　詳細は11ページをご覧ください
発委 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書（案） 可決

その他
議案 長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更 可決
議案 町道の路線認定 可決

上程議案
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▼陳情はこうなりました▼
陳情名 陳情者 趣　旨 委員会意見

（◎が委員会の結果）
担　当
委員会

本会議
結　果

女性差別撤廃条
約選択議定書の
速やかな批准を
求める陳情

長野県憲法
擁護連合
代表委員
松澤 佳子

　1999年に女性差別撤廃
条約の実効性を強化し女性
が抱える問題を解決するた
め、「選択議定書」を国連
総会で決議、採択したが、
日本政府はいまだ批准に
至っていない。
　選択議定書を批准するこ
とで女性の人権保障、女性
差別撤廃の取り組みを強化
し、ジェンダー平等社会の
形成を促進することにつな
がることから、速やかに批
准することを強く求めるも
の。

◎採択　
・選択議定書が批准されれば、個人

が調査、救済を申し立てられるよ
うになるので賛成である。

・ジェンダーギャップ指数がＧ７の
中でも最下位となっており遅れて
いる。世界に追いつくためにも批
准するべきである。

総務
福祉
文教

委員会

賛成多数で
採択

政府の責任で医
療・介護施設へ
の支援を拡充し
すべてのケア労 
働者の賃上げや
人員増を求める
陳情

長野県医療
労働組合連
合会 
執行委員長
小林 吟子

　政府は、ケア労働者の
賃上げ事業に踏み出し、
2024年の診療報酬、介護
報酬、障害福祉報酬の改定
で賃上げに特化した「評価
料」や「加算」を盛り込ん
だ。
　しかし、「2.5％のベー
スアップ目標」としていた
ものの、2.0％程度にとど
まる定昇並みの賃上げにし
かなっていない。
　すべてのケア労働者の賃
上げと人員配置増につなげ
るよう、政府の責任におい
て、全額公費による追加
の賃上げ支援策を実行す
ることを要望する。

◎採択　
・仕事の負担が重い割に賃金が低い

ことを背景として、2022年には退
職者が採用者を上回った。今後介
護サービスが継続されるためにも
賛成である。

・住み慣れた地域で介護を受けるこ
とができるよう人員確保が大事で
あり、労働に見合った賃上げが必
要である。

・長年の課題であり、利用者の負担と
ならないよう政府の責任において賃
上げを支援していくことが必要であ
る。

・業務内容を考えれば、賃金水準は
全産業平均を上回るべきである。

継続審査
・衆議院の厚生労働委員会で処遇改

善の検証を訴えており、厚生労働
省は10月に実態調査を行い３月に
結果を取りまとめることになって
いる。その結果を確認してから結
論を出すべきである。

総務
福祉
文教

委員会

賛成多数で
採択

賛否の分かれた議案など
議員名

議案名など

賛
　
　
成

反
　
　
対

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
議
決
結
果

山
本
今
朝
和

尾
関
　
充
紗

内
堀
　
綾
子

森
泉
　
謙
夫

黒
岩
　
　
旭

赤
田
　
憲
子

中
山
　
温
夫

山
浦
　
久
人

茂
木
　
重
幸

池
田
　
る
み

五
味
　
高
明

小
井
土
哲
雄

内
堀
喜
代
志

荻
原
　
謙
一

陳情　（詳細は11ページをご覧ください）

陳情 女性差別撤廃条約選択議定書の速やか
な批准を求める陳情 12 1 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — 採択

陳情
政府の責任で医療・介護施設への支援
を拡充しすべてのケア労働者の賃上げ
や人員増を求める陳情

10 3 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × — 採択

意見書（詳細は11ページをご覧ください）

発委
政府の責任で医療・介護施設への支援
を拡充しすべてのケア労働者の賃上げ
や人員増を求める意見書（案）

10 3 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × — 可決

※　○…賛成、×…反対　議長は採決に加わりませんので、「―」で表示します。（議長　14番　荻原　謙一）　　

上程議案・陳情
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▼国・県へ意見書を提出しました▼
女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書

政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働者の賃上げ
や人員増を求める意見書

【要旨】
　1999年には女性差別撤廃条約の実効性を強化し女性が抱える問題を解決するため、「選択議定書」を国連総会で
決議、採択したが、日本政府はいまだ批准に至っていない。
　選択議定書を批准することで女性の人権保障、女性差別撤廃の取り組みを強化し、ジェンダー平等社会の形成を
促進することにつながることから、女性差別撤廃条約選択議定書を速やかに批准することを強く求める

【提出先：内閣総理大臣、総務大臣、法務大臣、外務大臣、内閣官房長官、内閣政府特命担当大臣（男女共同参画）、
  衆議院議長、参議院議長】

【要旨】
　政府は、ケア労働者の賃上げ事業に踏み出し、2024年の診療報酬、介護報酬、障害福祉報酬の改定で賃上げに
特化した「評価料」や「加算」を盛り込んだ。
　しかし、「2.5％のベースアップ目標」としていたものの、2.0％程度にとどまる定昇並みの賃上げにしかなら
ず、ケア労働者の賃金水準はさらに全産業平均から大きく下回る事態となっている。退職者が増加し、入職者が減
少する背景には、過酷な労働実態とそれに見合わない低賃金があることは紛れもない事実である。
　医療や介護現場で働くすべてのケア労働者の賃上げと人員配置増につなげるよう、政府の責任において、全額公
費による追加の賃上げ支援策を実行することを要望する

【提出先：内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣、総務大臣】

意見書・臨時会

雪窓保育園の改修
費用を増額

令和6年
第２回臨時会開催
7月25日

【町長提出】

議案
令和６年度　御代田町一般会計補正予算案（第２号）
　雪窓保育園の大規模改修（厨房施設や一時保育室など）をおこなうため、令和
６年度当初予算にて工事費が可決された。
　その後、当初予算額に不足が生じたことにより、増額計上をしたもの。

可決

全会一致の議案など

動画
配信中!

御代田町議会
Youtubeで御代田町議会チャンネルを開設しました。
議会の動画配信をしていますので、ご視聴、チャンネル登録をお願い
します。

９月定例会
開会日①

９月定例会
開会日②

９月定例会
議案質疑

９月定例会
閉会日
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７月12日   
　長野県町村議長会が主催の「町村議
会議員研修会」がキッセイ文化ホール
で開催され、大正大学地域創生学部教
授の江

え

藤
とう

俊
とし

昭
あき

氏から「議員のなり手不
足は住民自治の危機：その打開の道を
探る」、月刊「ソトコト」編集長の指

さし

出
で

一
かず

正
まさ

氏から「私たちはローカルで幸せを
見つける～関係人口とりジェネラティ
ブ～」を演題にご講演いただきました。

議 員 研 修 会
表紙の写真

５回目のフォトフェス
　７月20日から９月16日まで「浅間国
際フォトフェスティバル2024 PHOTO 
MIYOTA」が開催されました。
　最終週には「みよたコーヒーウィーク
エンドｂｙ長野コ ー ヒ ー
フェスティバル」が同時開
催され、限定発売されたマ
グカップを持ってパシャリ。
　いつもとちょっと違う風
景で、御代田が賑わいました。

　
　 
監
査
報
告
（
抜 

粋
）
　
　
監
査
委
員

井
田
　
理
恵

五
味
　
髙
明

令
和
５
年
度
決
算
審
査
の
結
論
は

「
正
確
か
つ
適
正
で
あ
る
と
認
め
た
」

　
次
へ
の
有
効
的
手
立
て
に
繋

ぐ
精
度
の
高
い
資
料
作
成
と
し

て
、
総
歳
入
歳
出
に
占
め
る
担

当
課
の
配
分
割
合
と
執
行
率
の

把
握
を
全
課
に
求
め
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
転
換
期
の
令
和
５
年

度
の
検
証
は
、
前
年
に
あ
わ
せ

過
去
通
常
年
と
の
複
数
比
較
が

必
要
で
あ
り
、
共
に
動
向
分
析

を
お
こ
な
っ
た
。

　
社
会
人
口
増
に
あ
る
当
町
の

役
場
、
電
話
窓
口
で
は
、
ご
み

収
集
な
ど
生
活
イ
ン
フ
ラ
か
ら

賦
課
徴
税
業
務
ま
で
不
断
の
説

明
努
力
を
要
す
る
場
面
が
増
え

て
い
る
。
町
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

か
か
る
コ
ス
ト
と
、
も
た
ら
す

町
民
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
根
拠

情
報
を
積
極
提
供
し
理
解
さ
れ

る
着
地
点
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

情
報
公
開
が
実
効
性
あ
る
ア
カ

ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
と
な
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

　
ほ
か
に
、
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
審
議
会
委
員
へ
の
女
性

比
率
獲
得
の
取
り
組
み
に
あ
わ

せ
、
役
場
本
体
の
人
事
体
制
へ

の
工
夫
推
進
も
肝
要
で
あ
る
。

　
総
じ
て
、
法
令
に
基
づ
く
事

務
執
行
が
優
良
な
も
の
に
は
評

価
を
し
た
。
例
と
し
て
新
規
事

業
契
約
の
単
価
正
当
性
の
確
認

で
他
自
治
体
へ
照
会
調
査
や
、

定
例
契
約
の
適
正
価
格
を
随
時

確
認
し
た
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
引
き
続
き
公
に
尽
く
す
姿
勢

の
も
と
、
今
後
も
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
期
待
す
る
。
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一般質問Q&A
９人の議員が質問しました

9月定例会

一般質問とは、議員が町の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を町に求め、
適切な調整運営を進めているか議員がチェックするものです。
この議会だよりでは、◎の項目を議員本人が要約執筆したものを掲載しています。

山
やま

浦
うら

　久
ひさ

人
と

　　 P14 ◎新型コロナの新たな変異株「KP.3」とは
◎定額減税について
○森林環境税について

森
もり

泉
いずみ

　謙
しず

夫
お

　　 P15 ◎健康寿命の延伸について
○龍神の杜公園について
◎御代田町の人口減少期を考える

小
こ

井
い

土
ど

　哲
てつ

雄
お

　 P16 ◎Ｂ＆Ｇ室内ゲートボ－ル場をドックラン的な使用の
　考えは
◎御代田町表彰規定による感謝状、表彰状のサイズを
　小型化する考えは

内
うち

堀
ぼり

　綾
あや

子
こ

　　 P17 ◎町民を守る町の取り組みについて
◎部活動地域移行と生涯学習の関わりについて
○現在の御代田町が御代田らしさを重視できているか
　を問う

内
うち

堀
ぼり

　喜
き

代
よ

志
し

　 P18 ◎町にある公共の動画記録の保存について
◎令和５年度決算について

池
いけ

田
だ

　るみ　　 P19 ◎学校での熱中症対策について
◎加齢性難聴者と聴覚障がい者支援について

尾
お

関
ぜき

　充
み

紗
さ

　　 P20 ◎インターネットでの誹謗中傷対策や情報モラルの
　向上について

山
やま

本
もと

　今
け

朝
さ

和
かず

　 P21 ◎８月７日発生の豪雨災害について
◎第９期介護保険事業について

赤
あか

田
た

　憲
のり

子
こ

　　 P22 ◎小中学生の学力向上及び教育に対する町の取り組み
　について
◎中学部活動の現状と地域クラブ移行について
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問
現
在
の
新
型
コ
ロ

ナ
は
以
前
の
変
異

株
と
何
が
違
う
の
か
。

答
保
健
福
祉
課
長

従
来
型
よ
り
も
感

染
し
や
す
い
株
で
あ
る
。

問
ど
こ
ま
で
感
染
対

策
を
す
れ
ば
良
い

の
か
。

答
保
健
福
祉
課
長

個
人
の
自
主
的
取

組
み
に
委
ね
る
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

問
学
校
で
の
感
染
状

況
は
。

答
教
育
次
長

現
在
の
と
こ
ろ
、

小
中
学
校
と
も
に
学
級
閉

鎖
な
ど
の
措
置
を
取
る
状

況
に
は
至
っ
て
は
い
な
い
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
治
療

薬
の
補
助
予
定
は
。

山
やま

浦
うら

　久
ひさ

人
と

議員

答
保
健
福
祉
課
長
　

現
在
考
え
て
い
な

い
。問

熱
中
症
と
新
型
コ

ロ
ナ
の
症
状
が
似

て
い
る
が
、
そ
の
見
分
け

方
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

喉
の
痛
み
の
あ
り
、

な
し
と
言
っ
た
違
い
は
あ

る
が
、
倦
怠
感
や
頭
痛
な

ど
、
似
た
症
状
で
見
分
け

に
く
い
場
合
が
あ
る
。
そ

の
際
は
自
己
判
断
せ
ず
、

医
療
機
関
で
受
診
す
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
。

YouTube
2次元コード

新型コロナ治療薬の補助予定は

現在考えていない

定
額
減
税
の
所
得
制
限
は

前
年
所
得
１
千
805
万
円
以
下

問
定
額
減
税
実
施
時

期
は
、
会
社
員
と

事
業
主
で
は
違
う
の
か
。

答
税
務
課
長

特
別
徴
収
を
し
て

い
る
会
社
員
は
定
額
減
税

後
の
年
税
額
を
11
ヶ
月
で

割
り
返
し
た
税
額
を
７
月

の
給
与
か
ら
徴
収
し
て
い

る
。

　
事
業
主
は
普
通
徴
収
と

な
り
、
第
１
期
6
月
分
か

ら
定
額
減
税
を
控
除
し
、

控
除
し
き
れ
な
い
場
合
は

第
２
期
8
月
分
以
降
の
税

額
か
ら
順
次
控
除
し
徴
収

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問
扶
養
家
族
が
い
る

場
合
は
。

答
税
務
課
長
　

扶
養
家
族
が
多
け

れ
ば
そ
の
分
増
え
る
。

問
所
得
制
限
は
あ
る

の
か
。

答
税
務
課
長

前
年
の
所
得
が
１

千
805
万
円
以
下
の
納
税
義

務
に
係
る
所
得
割
り
額
か

ら
控
除
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
事
業
主
の
人
た
ち

は
所
得
税
か
ら
３

万
円
が
控
除
さ
れ
る
と
理

解
し
て
良
い
か
。

答
税
務
課
長

そ
の
と
お
り
で
あ

る
。
対
象
者
に
は
、
所
得

税
で
３
万
円
減
税
に
な
る
。

問
住
民
税
か
ら
引
か

れ
る
１
万
円
は
ど

う
い
う
形
で
引
か
れ
る
か
。

答
税
務
課
長
　

第
１
期
分
で
控
除

し
、
控
除
し
き
れ
な
い
場

合
は
第
２
期
分
か
ら
順
次

控
除
す
る
。

定額減税の仕組み。（町ホームページ）

変異株
「KP.３」。
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森
もり

泉
いずみ

　謙
しず

夫
お

議員

YouTube
2次元コード

運転免許返納後の生活の支えを

支援が必要な高齢者を支えていく

問
自
動
車
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
し

た
高
齢
者
は
そ
の
後
は
徒

歩
移
動
と
な
る
。
買
い
物

な
ど
の
ご
苦
労
が
町
側
に

伝
わ
っ
て
い
る
か
。

答
保
健
福
祉
課
長

高
齢
者
実
態
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。

　
移
送
サ
ー
ビ
ス
や
、
外

出
同
行
、
配
食
や
食
品
な

ど
の
巡
回
販
売
や
宅
配
な

ど
の
回
答
が
上
位
を
占
め
、

多
く
の
高
齢
者
が
移
動
に

対
す
る
不
安
や
課
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

問
シ
ニ
ア
カ
ー
と
い

う
乗
り
物
が
あ
り
、

運
転
免
許
は
必
要
な
い
。

自
身
の
意
思
で
移
動
で
き

る
乗
り
物
が
あ
れ
ば
、
免

許
返
納
後
も
精
神
的
健
康

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
は

課
題
抽
出
を
実
施
し
て
い
る

問
町
の
人
口
が
1
万

５
千
人
に
減
少
し

た
場
合
の
、
税
収
の
減
少

額
は
。

答
税
務
課
長

町
税
体
で
は
2
憶

１
千
850
万
７
千
円
ほ
ど
減

少
の
見
込
み
と
な
る
。

問
人
口
減
少
期
に
は

役
場
職
員
の
減
少

も
考
え
ら
れ
る
。
対
策
と

し
て
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進

が
あ
る
が
、
町
で
は
ど
の

よ
う
な
内
容
で
進
め
て
い

く
の
か
。

答
総
務
課
長

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進

の
維
持
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。
シ
ニ
ア
カ
ー

へ
の
補
助
を
行
う
自
治
体

は
全
国
各
地
に
見
ら
れ
る

が
、
内
容
の
把
握
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

シ
ニ
ア
カ
ー
購
入

に
対
す
る
補
助
は
把
握
し

て
い
る
限
り
19
の
市
町
村

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
対
象
者
は
免
許
返
納
者

や
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど

の
外
出
困
難
者
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
う

状
況
で
あ
る
。

　
各
自
治
体
の
補
助
率
は
、

6
分
の
１
か
ら
２
分
１

で
、
平
均
が
３
分
１
、
補

助
金
の
上
限
額
は
５
万

円
か
ら
20
万
円
、
平
均

９
万
７
千
368
円
と
な
っ
て

い
る
。

問
運
転
免
許
証
を
自

主
返
納
し
た
後
の

生
活
を
し
っ
か
り
と
支
え

る
べ
き
で
あ
る
。
町
側
の

考
え
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

御
代
田
町
老
人
福

祉
計
画
第
９
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
お
い
て
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

シニアカーで運転免許返納後の心の健康寿命延伸を。

に
つ
い
て
、
国
の
支
援
事

業
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
実
装

計
画
策
定
支
援
事
業
に
採

択
さ
れ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
会
社
の
伴
走
支
援
を

受
け
な
が
ら
各
係
の
課
題

抽
出
な
ど
実
施
し
て
い
る
。

深
化
・
推
進
を
目
標
に
設

定
し
て
取
組
を
進
め
て
い

る
。

　

こ
の
仕
組
み
の
中
で
、

自
動
車
運
転
免
許
を
返
納

さ
れ
た
方
を
含
む
、
支
援

が
必
要
と
な
っ
た
高
齢
者

の
生
活
を
支
え
て
い
く
。
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小
こ

井
い

土
ど

　哲
てつ

雄
お

議員

YouTube
2次元コード

問
昔
の
家
は
先
祖
の

肖
像
画
で
あ
っ
た

り
、
写
真
ま
た
表
彰
状
な

ど
が
飾
ら
れ
て
い
た
が
、

現
在
で
は
手
狭
に
な
り
、

町
の
感
謝
状
あ
る
い
は
表

彰
状
な
ど
は
、
飾
る
場
所

も
な
く
困
っ
て
い
る
状
況

で
は
な
い
か
。

　
そ
こ
で
、
サ
イ
ズ
は
今

後
考
え
る
に
し
て
も
小
型

化
を
進
め
る
時
期
と
思
う

が
、
方
向
性
に
つ
い
て
町

の
考
え
は
。

答
総
務
課
長

賞
状
サ
イ
ズ
を
考

え
直
す
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

　
今
回
の
提
案
は
時
代
に

あ
っ
た
視
点
や
考
え
方
で

あ
る
と
認
識
し
、
今
後
町

に
功
績
が
あ
っ
た
方
々
に

感
謝
の
念
を
お
伝
え
す
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
小
型

化
に
す
る
に
あ
た
り
、
ど

の
サ
イ
ズ
に
す
べ
き
か
を

慎
重
に
検
討
し
、
検
討
の

内
容
を
も
と
に
準
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

表彰状のサイズ小型化は

賞状サイズを考え直す

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
ド
ッ
ク
ラ
ン
は

体
育
施
設
と
し
て
利
用
向
上
を
最
優
先

問 

犬
に
お
い
て
は
、

屋
外
で
飼
わ
れ
る

こ
と
が
決
ま
り
ご
と
で

あ
っ
た
時
代
か
ら
、
家
族

の
一
員
と
し
て
屋
内
で
共

に
暮
ら
し
癒
さ
れ
る
存
在

と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
Ｂ
＆
Ｇ
室
内

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
飼
い

主
が
安
心
し
て
遊
べ
る

ド
ッ
グ
ラ
ン
的
な
施
設
と

し
て
の
使
用
が
で
き
な
い

か
。

　
あ
わ
せ
て
、
屋
内
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
の
年
間
利
用

状
況
は
。

答
教
育
次
長

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

の
利
用
状
況
は
、
例
年
春

か
ら
秋
に
か
け
て
1
か
月

あ
た
り
の
利
用
件
数
は
10

件
未
満
が
ほ
と
ん
ど
で
、

12
月
か
ら
3
月
の
冬
季
期

間
は
1
か
月
あ
た
り
の
利

用
件
数
が
15
件
か
ら
20
件

程
度
、
ま
た
利
用
人
数
は

延
べ
150
人
か
ら
200
人
強
程

度
と
な
っ
て
お
り
、
冬
場

の
利
用
者
が
多
い
傾
向
で

あ
る
。

　
条
例
に
基
づ
き
多
目
的

使
用
は
可
能
で
あ
る
が
、

ド
ッ
グ
ラ
ン
と
し
て
使
用

す
る
場
合
は
、
配
慮
す
べ

き
事
柄
と
し
て
い
く
つ
か

考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

現
時
点
で
は
ド
ッ
グ
ラ
ン

と
し
て
の
利
用
は
許
可
で

き
な
い
と
考
え
る
。

　
今
後
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
と

し
て
利
用
の
要
望
を
多
く

受
け
た
場
合
に
は
、
条
件

を
付
し
て
の
利
用
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
う
が
、
一
番
は
ド
ッ

グ
ラ
ン
と
し
て
で
は
な
く
、

体
育
施
設
と
し
て
の
利
用

率
の
向
上
を
最
優
先
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

問 

犬
を
介
し
た
グ

ル
ー
プ
と
要
望
も

含
め
、
協
議
は
可
能
か
。 

答
教
育
次
長

協
議
す
る
こ
と
は

で
き
る
。

従来の町の表彰状は一般的なものより大きい。
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内
うち

堀
ぼり

　綾
あや

子
こ

議員

YouTube
2次元コード

人口増加と災害についての考えは

区長会と意見交換をしてみたい

問
災
害
時
に
人
的
被

害
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
人
口
増
加
と
災
害
時

に
区
へ
委
ね
る
部
分
に
つ

い
て
再
考
が
必
要
か
と
思

う
。
人
口
増
加
は
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
方
々
が

増
え
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

町
長
の
人
口
増
加
と
災
害

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
町
長

区
へ
の
加
入
率
が

１
／
３
に
満
た
な
い
区
も

出
て
き
て
い
る
中
で
、
区

に
頼
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
難
し
い
問
題
は
あ
る
と

認
識
は
し
て
い
る
。

　
区
長
会
な
ど
と
意
見
交

換
を
し
て
み
た
い
と
い
う

感
想
で
あ
る
。

部
活
動
地
域
移
行
の
現
状
把
握
は

ル
ー
ル
が
必
要
な
可
能
性
も
あ
る

問
職
員
体
制
の
状
況

は
。

答
総
務
課
長

現
在
、
当
町
の
正

規
職
員
は
159
名
在
籍
し
て

い
る
。
町
内
在
住
者
は
91

名
、
町
外
在
住
者
68
名
で

あ
る
。

　
町
外
者
は
、
佐
久
市
45

名
、
小
諸
市
10
名
、
軽
井

沢
町
４
名
、
ほ
か
９
名
で

あ
る
。

問
学
校
教
育
も
社
会

教
育
も
前
提
に
あ

る
の
が
生
涯
学
習
で
あ
る
。

　
部
活
動
地
域
移
行
は
、

や
り
方
に
よ
っ
て
は
地
域

に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
よ
う
に
思
う
。

　
生
涯
学
習
の
さ
か
ん
な

町
と
な
る
チ
ャ
ン
ス
に
な

る
の
か
分
か
れ
道
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
部

活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て

現
状
把
握
は
で
き
て
い
る

か
。答

教
育
次
長

部
活
動
地
域
移
行

の
課
題
と
し
て
、
家
庭
へ

の
経
済
的
負
担
が
増
え
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
各
部
の
収
支
に
つ
い
て

は
部
ご
と
に
管
理
さ
れ
、

各
部
適
切
に
処
理
さ
れ
、

毎
年
度
収
支
報
告
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
。　

　
今
後
、
全
て
の
部
が
地

域
移
行
し
た
場
合
、
各
部

の
活
動
費
に
統
一
し
た

ル
ー
ル
な
ど
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
可
能
性
も
あ

る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て

詳
細
を
把
握
し
て
い
く
。

問
文
科
省
で
は
一
体

的
な
整
備
に
69
億

円
の
概
算
要
求
を
出
し
て

い
る
。
課
題
の
全
体
像
を

把
握
し
て
お
け
ば
、
対
処

す
べ
く
進
む
こ
と
が
で
き

る
。

　
無
記
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
る
こ
と
も
、
全
体
把

握
の
一
翼
を
に
な
う
と
思

う
が
、
全
体
把
握
す
る
必

要
性
に
つ
い
て
考
え
は
。

答
教
育
長

必
要
が
あ
れ
ば
、

実
施
し
た
い
と
考
え
る
。

完
全
に
部
活
動
が
地
域
移

行
す
る
段
階
に
な
れ
ば
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
必
要
性
も

増
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る

た
め
、
提
言
を
生
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

塩野区防災訓練の準備でテントを設営。

子どもたちの生涯のきっかけとなる地域移行となることを望む。



18令和6年10月25日発行　みよた議会だより　No.137一般質問

問
町
に
あ
る
公
共
の

動
画
記
録
の
種
類

と
数
量
は
。

答
総
務
課
長

町
や
議
会
で
公
開

し
て
い
る
動
画
は
231
本
あ

り
、
内
訳
は
町
議
会
関
係

内
うち

堀
ぼり

喜
き

代
よ

志
し

議員

で
公
開
し
て
い
る
動
画
188

本
で
、
そ
の
他
は
43
本
で

あ
る
。

　

株
式
会
社
西
軽
井
沢

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
所
有

す
る
動
画
は
、
町
の
移
り

変
わ
り
や
学
校
行
事
、
保

育
園
行
事
、
祭
り
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
関
係
、
区
の
行

事
、
公
共
施
設
工
事
、
自

然
災
害
関
係
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
、
数
は
お
よ
そ
１

万
４
千
本
程
度
と
聞
い
て

い
る
。

問
そ
の
動
画
記
録
を

歴
史
資
料
と
し
て

保
存
し
て
い
く
考
え
は
。

建設が待たれる文化財収蔵庫用地。

西軽井沢ケーブルテレビが所有する１万４千本の動画記録。

YouTube
2次元コード

動画記録を保存していく考えは

議論と課題を整理し判断する

７
年
度
予
算
に
生
か
す
べ
き
事
項
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
建
設
の
検
討

問
令
和
５
年
度
の
決

算
評
価
を
踏
ま
え

て
、
令
和
７
年
度
予
算
編

成
に
生
か
す
べ
き
事
項
は
。

答
町
長

今
年
度
、
文
化
財

収
蔵
庫
を
新
た
に
建
設

し
、
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア

セ
ン
タ
ー
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
議
論
に
移
っ
て
い

く
。
公
約
に
掲
げ
て
い
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
建

設
に
つ
い
て
も
検
討
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
う
。

　
地
震
な
ど
の
災
害
が
発

生
し
た
時
、
ま
た
浅
間
山

の
噴
火
な
ど
が
予
想
さ
れ

る
事
態
に
備
え
、
西
軽
井

沢
か
ら
の
出
口
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
都
市
計
画
道
路
東
原
西

軽
井
沢
線
は
国
費
を
活
用

し
な
が
ら
整
備
し
て
い
る

こ
と
も
長
年
の
懸
案
を
解

決
す
る
た
め
の
こ
と
で
あ

る
。

　
８
月
７
日
の
豪
雨
災
害

で
御
代
田
町
は
総
額
４
億

６
千
万
円
余
り
の
大
き
な

被
害
を
負
っ
た
。
こ
の
復

旧
に
最
大
限
集
中
す
る
た

め
に
当
初
予
算
に
盛
っ
た

土
木
工
事
の
多
く
を
遅
ら

せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

答
総
務
課
長

所
有
さ
れ
て
い
る

１
万
４
千
本
の
動
画
記
録

に
は
、
龍
神
ま
つ
り
、
小

田
井
宿
ま
つ
り
な
ど
の
祭

り
関
係
や
、
寒
の
水
、
道

祖
神
な
ど
の
行
事
、
イ
ベ

ン
ト
、
災
害
記
録
な
ど
大

変
貴
重
な
も
の
が
残
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
町
と
し
て
ど
う
い
っ

た
動
画
を
保
存
し
、
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の

か
、
十
分
な
議
論
と
課
題

を
整
理
す
る
中
で
判
断
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
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エアコン設置が望まれる中学校体育館。

市町村の窓口に設置が進む軟骨伝導イヤホン。

手
話
言
語
条
例
の
制
定
は

制
定
に
向
け
調
整
を
し
て
い
き
た
い

問
中
等
度
難
聴
程
度

の
方
を
対
象
に
補

聴
器
の
購
入
費
用
の
助
成

制
度
導
入
の
考
え
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

調
査
を
し
た
と
こ

ろ
、
県
内
で
は
19
市
町
村

が
高
齢
者
な
ど
の
購
入
費

用
の
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
今
後
、
補
助
金
交
付
の

必
要
性
に
つ
い
て
調
査
、

研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
耳
の
聞
こ
え
の
悪

い
高
齢
者
や
難
聴

者
の
方
と
円
滑
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
庁
舎

窓
口
へ
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

ン
の
導
入
の
考
え
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

住
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
観
点
か
ら
設
置
に
向

け
て
調
査
、
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。問

聴
覚
障
が
い
者
の

電
話
利
用
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
電
話
リ
レ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
周
知
、
啓
発

は
。答

保
健
福
祉
課
長

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
広
報
や
ま
ゆ
り
に
よ

る
広
報
、
日
本
財
団
電
話

リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
で
発
行

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
窓
口

配
布
な
ど
に
よ
る
周
知
、

啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

池
いけ

田
だ

　るみ議員

YouTube
2次元コード

小中学校体育館にエアコン設置は

中学校は計画していきたい

問
教
育
委
員
会
で
は
、

熱
中
症
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
策
定
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答
教
育
次
長

御
代
田
町
立
小
中

学
校
熱
中
症
対
策
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
い
る
。

　
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

小
中
学
校
長
を
は
じ
め
養

護
教
諭
と
も
情
報
共
有
し
、

学
校
生
活
に
お
け
る
熱
中

症
対
策
の
推
進
を
図
っ
て

い
る
。

問
子
ど
も
た
ち
の
運

動
環
境
の
向
上
、

熱
中
症
対
策
へ
小
中
学
校

の
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設

置
の
考
え
は
。

答
教
育
次
長

中
学
校
は
、
築
年

数
が
浅
い
こ
と
か
ら
財
政

面
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
、

設
置
に
つ
い
て
計
画
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

小
学
校
に
つ
い
て
は
、

築
年
数
が
47
年
経
過
し
て

お
り
現
在
、
建
て
替
え
を

視
野
に
基
金
へ
の
積
み
立

て
を
行
っ
て
い
る
。
引
き

続
き
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
手
話
言
語
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
町

の
見
解
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

障
害
者
の
権
利
に

関
す
る
条
約
や
障
害
者
基

本
法
に
お
い
て
、
手
話
は

言
語
で
あ
る
と
い
う
よ
う

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
手
話

を
言
語
と
し
て
広
く
町
民

が
認
識
し
理
解
を
深
め
る

手
話
言
語
条
例
の
制
定
に

向
け
調
整
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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問
家
庭
ご
み
袋
へ
の

記
名
制
度
を
、
通

し
番
号
制
な
ど
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
保
護
で
き
る
方
法

に
変
更
す
る
考
え
は
。

答
町
民
課
長

通
し
番
号
制
へ
の

変
更
も
個
人
情
報
保
護
の

観
点
か
ら
有
効
な
手
段
と

理
解
し
て
い
る
が
、
記
名

制
度
を
変
更
す
る
に
は
、

自
身
の
ご
み
に
責
任
を
持

ち
、
記
名
に
頼
ら
な
く
て

も
よ
い
よ
う
に
ル
ー
ル
が

守
ら
れ
、
マ
ナ
ー
が
改
善

さ
れ
る
こ
と
も
重
要
と
考

え
る
。

　
記
名
制
度
に
つ
い
て
は
、

記
名
を
求
め
な
い
自
治
体

の
例
を
参
考
に
今
後
研
究

し
て
い
く
。

尾
お

関
ぜき

　充
み

紗
さ

議員

問
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
誹
謗
中
傷
や

さ
ら
し
行
為
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
は
。

答
町
長

誹
謗
中
傷
、
さ
ら

し
行
為
な
ど
の
重
大
な
人

権
侵
害
に
対
し
、
効
果
的

な
対
策
を
し
て
い
け
る
よ

う
十
分
検
討
し
、
実
行
に

移
し
て
い
く
こ
と
を
約
束

し
た
い
と
思
う
。

問
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
誹
謗
中
傷
問

題
が
深
刻
化
し
て
い
る
昨

今
に
お
い
て
、
情
報
モ
ラ

ル
の
向
上
の
た
め
、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗

中
傷
等
の
防
止
及
び
被
害

者
支
援
に
関
す
る
条
例
」

の
制
定
に
つ
い
て
、
ど
う

考
え
る
か
。

答
総
務
課
長

近
年
、
全
国
の
市

町
村
に
お
い
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中

傷
等
の
被
害
者
支
援
、
防

止
に
関
す
る
条
例
を
制
定

す
る
動
き
が
出
て
い
る
こ

と
か
ら
、
当
町
に
お
い
て

も
被
害
者
に
寄
り
添
い
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
恩
恵

YouTube
2次元コード

情報モラル向上のため条例制定は

関係条例制定を検討していきたい

群
馬
県
渋
川
市
は
誹
謗
中
傷
対
策
に
注
力
し
て
い
る
。

を
享
受
で
き
る
安
全
で
安

心
な
地
域
社
会
の
実
現
に

向
け
、
関
係
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
弁
護
士
費
用
の
一

部
補
助
な
ど
、
犯

罪
被
害
者
支
援
へ
の
考
え

は
。答

総
務
課
長

現
在
、
犯
罪
被
害

者
等
基
本
法
に
基
づ
く
犯

罪
被
害
者
支
援
条
例
の
制

定
に
向
け
、
準
備
を
進
め

て
い
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

お
け
る
誹
謗
中
傷
に
対
す

る
条
例
な
ど
に
つ
い
て
は
、

別
の
も
の
と
し
て
理
解
し
、

両
者
の
制
度
設
計
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
は
、
現
在
作
業
を
進

め
て
い
る
犯
罪
被
害
者
支

援
条
例
の
制
定
を
優
先
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
こ
れ
に
引
き
続
き
、
こ

の
質
問
で
、
そ
の
思
い
や

願
い
が
十
分
伝
わ
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
後
引
き
続
き

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
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山
やま

本
もと

今
け

朝
さ

和
かず

議員

YouTube
2次元コード

８月豪雨町全体の被害状況は

総復旧費４億4,300万円ほど

問
８
月
７
日
発
生
の

豪
雨
災
害
町
全
体

の
被
害
状
況
は
。

答
総
務
課
長

８
月
７
日
は
、
午

後
６
時
40
分
頃
か
ら
午
後

９
時
30
分
頃
に
か
け
て
、

塩
野
配
水
池
の
雨
量
計
で

総
雨
量
121
・
５
㎜
を
観
測

し
た
。

地
域
の
担
う
具
体
的
な
取
組
は

安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
を
目
指
す

　
午
後
７
時
40
分
か
ら
50

分
ま
で
の
10
分
間
で
、
最

大
と
な
る
23
・
５
㎜
を
観

測
し
、
１
時
間
あ
た
り
換

算
で
141
㎜
に
相
当
す
る
降

雨
強
度
に
な
っ
た
。

　
繰
矢
川
、
滝
沢
川
、
用

水
の
護
岸
の
崩
落
、
構
造

物
崩
落
や
田
畑
の
り
面
の

崩
壊
、
土
砂
の
流
出
、
流

入
な
ど
の
被
害
が
発
生
し

た
。

　
被
害
箇
所
数
と
復
旧
費

用
は
、
道
路
関
係
で
98

か
所
、
復
旧
費
は
概
算

１
億
３
千
500
万
円
ほ
ど
で

あ
る
。

　
河
川
関
係
は
24
か
所
、

復
旧
費
は
概
算
で
１
億

１
千
400
万
ほ
ど
で
あ
る
。

問
高
齢
者
の
移
動
手

段
確
保
と
日
常
生

活
の
活
動
支
援
体
制
の
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
の
担
う
役
割
や
支

え
合
う
仕
組
み
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
取
組
は
。

答
保
健
福
祉
課
長

高
齢
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
移
動

サ
ー
ビ
ス
が
、
大
き
な

ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。

　

町
の
状
況
と
し
て
は
、

長
野
県
移
動
支
援
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
派
遣
事
業
に
よ
る

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
生

活
支
援
体
制
整
備
事
業
と

し
て
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
利

用
し
や
く
な
る
よ
う
検
討

を
重
ね
て
い
る
。

　
地
域
支
え
合
い
推
進
会

議
で
は
、
住
民
で
で
き
る
、

移
送
支
援
の
在
り
方
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。

　
馬
瀬
口
地
区
で
、
自
主

的
に
サ
ロ
ン
送
迎
を
始
め

て
お
り
、
活
動
が
で
き
る

補
助
の
導
入
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
材
確
保
の
養

成
講
座
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
う
。

　
外
部
の
機
関
、
地
域
の

声
な
ど
、
他
方
面
と
協
議
、

連
携
を
し
、
高
齢
者
が
在

宅
生
活
を
安
心
し
て
継
続
、

生
活
で
き
る
こ
と
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
農
地
関
係
で
100
か
所
、

復
旧
費
は
概
算
で
８
千
400

万
円
ほ
ど
、
農
業
施
設
関

係
48
か
所
、
復
旧
費
は
概

算
で
１
億
１
千
万
円
ほ
ど

で
あ
る
。

　
全
体
で
270
か
所
の
被
害

が
発
生
し
、
総
復
旧
費
は

概
算
で
４
億
４
千
300
万
円

ほ
ど
で
あ
る
。

豪雨によりのり面が崩壊した水田。

住み慣れた地域で安心して暮らせることが住民の願い。
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問
今
年
度
学
力
テ
ス

ト
の
国
内
レ
ベ
ル

は
。答

教
育
長

小
学
校
２
校
全
体

で
、
国
語
は
全
国
お
よ
び

赤
あか

田
た

　憲
のり

子
こ

議員

長
野
県
平
均
と
同
等
、
算

数
は
全
国
お
よ
び
長
野
県

平
均
を
若
干
下
回
っ
た
。

　
中
学
校
は
国
語
、
数
学

と
も
に
全
国
お
よ
び
長
野

県
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

問
学
力
向
上
に
対
す

る
方
針
お
よ
び
そ

の
取
組
は
。

答
教
育
長

３
校
と
も
に
一
番

に
授
業
改
善
で
あ
る
。

　

先
生
が
単
独
で
苦
労
、

工
夫
す
る
の
で
は
な
く
、

小
学
校
は
学
年
会
や
連
学

年
で
、
中
学
校
で
は
教
科

会
な
ど
で
単
元
や
１
時
間

の
授
業
を
共
同
で
考
え
合

う
こ
と
を
お
願
い
し
て
い

る
。

　
学
校
で
分
か
る
授
業
を

お
こ
な
い
、
家
庭
で
学
習

す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て

い
る
。

問
町
長
の
学
校
教
育

方
針
に
変
わ
り
は

な
い
か
。
現
在
お
よ
び
新

た
に
予
定
し
て
い
る
取
組

は
。答

町
長

給
食
費
の
無
償
化
、

全国平均中学国語 58.1、数学 52.5 小学国語 67.7、算数 63.4。

全国の中学校男子部活動加入率60％台に、
女子は50％を切る現状。

YouTube
2次元コード

町長の学校教育に対する方針は

より良い教育環境を整えていく

高
校
生
へ
の
通
学
費
補
助

も
実
現
し
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
半
年
前
に

中
学
生
へ
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
を
お
こ
な
っ
た
。
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
塾
や
夢
サ

ポ
塾
も
実
績
を
積
み
上
げ

中
学
校
に
お
け
る
部
活
離
れ
は

部
活
動
加
入
率
は
高
い
傾
向
で
あ
る

問
中
学
校
に
お
け
る

部
活
離
れ
は
。

答
教
育
次
長

今
年
度
、
部
活
動

加
入
率
は
78
・
4
％
、
運

動
部
54
・
7
％
、
文
化
部

23
・
6
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
全
国
と
比
較
し
て
御
代

田
中
学
校
の
加
入
率
は
高

い
傾
向
に
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問
部
活
動
地
域
移
行

先
は
ど
の
組
織
か
。

そ
の
利
点
と
課
題
は
。

答
教
育
次
長

規
約
な
ど
を
整
え

御
代
田
町
休
日
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
協
力
隊
を

組
織
し
進
め
て
い
る
。

　
利
点
は
行
政
が
主
導
す

る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
移

行
し
、
子
ど
も
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
に
親

し
め
る
環
境
の
構
築
、
教

員
の
働
き
方
改
革
に
よ
る

学
校
教
育
の
質
の
向
上
が

考
え
ら
れ
る
。

　
課
題
は
人
材
確
保
で
あ

て
き
た
。
総
合
教
育
会
議

で
も
教
育
委
員
と
考
え
や

情
報
を
交
換
し
合
っ
て
い

る
。

　
今
年
度
は
小
学
生
向
け

の
英
検
講
座
を
準
備
し
て

い
る
。

る
。
今
後
も
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
新
た
な
課

題
に
対
し
て
も
丁
寧
に
向

き
合
い
、
地
域
移
行
が
円

滑
に
進
む
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

教
育
委
員
会
と
良
好
な
関

係
を
保
ち
つ
つ
、
学
校
教

育
の
内
容
、
質
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
保
護
者

へ
の
支
援
も
含
め
、
よ
り

良
い
教
育
環
境
を
整
え
て

い
く
所
存
で
あ
る
。　
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一般質問のあと、

　どうなった?
　これまでの一般質問が、どのように町政に反映されているのかを調査しました。
職員の業務の積み重ねにより、町は日々、前進しています。

校内教育支援センター整備の
考えは

[令和５年９月議会]

防犯カメラ設置は
 [令和５年３月議会]

　学校内の空き教室を活用して、不登校の児
童、生徒をサポートする校内教育支援セン
ターの整備の考えは。

　御代田町の防犯カメラ設置状況及び今後の
具体的な設置計画は。

　令和６年４月より南小学校、北小学校、中
学校の各校に教育相談支援員を１名配置し
て、校内教育支援センターの運営が始まりま
した。
　また、国の補助金が採択となり、９月定例
会の補正予算に計上されました。
　校内教育支援センターについては８ページ
の「その他の注目質問」でも解説しています。

防犯カメラの設置状況は、
・令和５年度までに設置済み

役場庁舎、小学校（南、北）、中学、保育
園（雪窓、やまゆり）、児童館（大林、東
原）、龍神の杜公園

・令和６年度に設置
公園（雪窓、やまゆり）、地下道（馬瀬口）

・令和７年度に設置予定
駅前駐輪場、駅前、地下道（栄町、三ツ
谷）となっています。

職員手作りの机上間仕切りのある中学校教室。
（校内教育支援センター）

令和７年度末までに15か所に合計45台設置される予定。

　国の補助金などを活用したりして実現でき
るように、町当局とも相談をしていきたい。

　長期振興計画、実施計画で令和５年度に学
校、公園、保育園等町管理施設への設置を計
画し、その後も公共施設や公共性の高い場所
は町で、それ以外の場所は各区や民間の協力
を得て設置区域を整理した中で進めていきた
い。

質　問
質　問

現　在
現　在

答　弁

答　弁
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８
月
７
日
の
豪
雨
災
害
で

は
、
町
内
で
総
額
４
億
６
千
万

円
あ
ま
り
の
大
き
な
被
害
に

な
り
ま
し
た
。
一
刻
も
早
く

復
旧
で
き
ま
す
よ
う
、
担
当

部
局
の
努
力
に
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
11
月
16
日
に
開
催
す
る「
町

民
と
議
会
の
語
る
会
」
は
、

テ
ー
マ
別
意
見
交
換
、
議
場

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
と
議
員
が
意

見
交
換
で
き
る
貴
重
な
場

で
あ
り
ま
す
。
大
勢
の
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ

ま
す
。

内
堀　
喜
代
志

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長　
尾
関　
充
紗

　
　
副
委
員
長　
森
泉　
謙
夫

　
　
委　
　
員　
内
堀
喜
代
志

　
　
　
　
　
　
　
池
田　
る
み

　
　
　
　
　
　
　
中
山　
温
夫

　
　
　
　
　
　
　
赤
田　
憲
子

　
　
　
　
　
　
　
黒
岩　
　
旭

　
　
　
　
　
　
　
内
堀　
綾
子

編
集
後
記

町
の
み
な
さ
ん
の〝
声
〟を
お
届
け
し
ま
す

み
ん
な
の
声

　御代田町に住みはじめ
てまもなく20年を迎え
ます。
　この地で子育てをし、
生活の基盤が出来、改め
て思い返してみますと、四季を感じ自然に
恵まれたこの町に住んでいる事に幸せを感
じ、人々の優しさに触れる度に御代田町に
来て良かったと心から思います。
　たまに実家に戻って数日過ごし、御代田
に帰って来る時浅間山が見えると、安心感
に包まれます。
　この素晴らしい風景やおいしい空気、穏
やかな時の流れを感じ日々を過ごせる事に
感謝という気持ちが自然と溢れてきます。

前号を読んだ感想は？
　議会だよりで紹介され
た建築協定条例は、子ど
もたちに引き継いでいく
将来の風景や生活環境を
左右する重要な条例と感じています。同条
例の施行を機に、まちづくりに対する町民
の関心が高まることを期待しています。

議会や町行政へのご意見を！
　近年の御代田町は、人口増と引き替えに
大切な自然を失ってきたように感じます。
文化・高原公園都市を謳う町として、その
イメージにふさわしい景観づくりが、今こ
そ問われているのではないでしょうか。議
会での活発な議論を望みます。

土
つ ち

屋
や

　宏
ひ ろ

美
み

さん三
み

上
か み

　洋
ひ ろ

貴
き

さん

み よ た で 暮 ら し て議会だよりを読んで

次回の定例会は12月です。
　本会議及び委員会の傍聴ができます。
希望される方は、議会事務局で受付して
ください。
　日程は決まり次第、町ホームページで
お知らせします。

こちらをスマートフォンで
読み取っていただくと、町
ホームページ「御代田町議会」
のページに繋がります。


